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平成 25年度 第 6回運営委員会議事録 

■ 日  時  ： 平成 25年 9月 10日（火） 18：30～ 

■ 場  所  ： ひらかた環境ネットワーク会議 会議室（サプリ村野新館） 

■ 出席者  ： 伊丹、井上、上武、末岡、竹島、田中晃、田中靖、谷口、豊高、丸井、 

■ 欠席者  ： 鎌田 

■ 議  長  ： 竹島    議事録作成 ： 谷口 

■ 配布資料 ：1. 第 6回 自然エネルギー部会報告書 

2. 第 5回 環境教育サポート部会 議事録 

3.第 5回 まちづくり部会 議事録 

4.公共交通部会資料（パンフ「枚方・交通めぐり」） 

5.2013年度温暖化対策事業推進チーム 第 4回ミーティング 

6.パンフ「2013年第 2回省エネコンテストひらかた夏の節電コンテスト」 

１．報告事項 

＜事務局報告＞                                                 (丸井) 

  事務局より下記 5点について報告・提案があった。        

① 中長期経営プラン策定について 

理事長より、5年後、10年後を見据えた案を理事会に提案するため策定委員会の設置が提案された。

（枚方市が求めているものはおおむね５年の中期であるとのコメントあり）。 

運営委員会メンバーだけでなく、広く会員に呼びかけるが、各部会からも積極的に 1～2名程度、策定

委員会に入ってもらう事とした。 

② 収益事業の可能性について 

理事長より、この会議の財政基盤確保のための収益事業の展開について考えたいという提案があり、実

現の可能性は二の次として、簡単でよいので、アイデアを次回持ち寄ることとした。 

③ 第２回理事会について 

理事長より、例年 10月に開催しているが、経営プランの仕上がりを勘案すると、開催時期を遅らせ、12

月ごろの開催としたいとの報告があった。 

④ 温暖化対策事業の進捗状況について 

資料が配付され以下の説明があった。また運営委員は、他の事業にも積極的参加・協力を望むとの要

望が出された。 

・エコチェックシートの色調を紫系にしイメージの刷新を行った。又アンケート部分を一部変更した。 

・エコチェックＤＡＹは今回で最後となり、来年度からは、「我が家のエコノート」(環境家計簿)の取り組

みを新たにスタートさせる。 

・節電コンテストチラシを 9/22NPOフェスタで配布予定。 

⑤ その他・・・・・NHKFMのグリーコーナーで、この会議が紹介されるとの報告があった。 

＜部会報告＞                                                

① 自然エネルギー部会                                            （井上） 

部会議事録に沿って報告があり、エネルギー学校への参加者が少ないことが、今後の問題として挙げら

れた。 

② 環境教育サポート部会                                            （谷口） 
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・ 資料に沿って報告がなされた。 

→くらわんか塾のパンフが大量に残っていることが問題であるとの指摘があった。 

③ まちづくり部会                                                （竹島） 

部会議事録に沿って報告があった。その中の９月８日の清掃活動は、雨のために中止となったことが報

告された。 

⑥ 公共交通部会                                               （末岡） 

・ 「枚方・交野めぐり」マップ兼スタンプラリーチラシ作成が報告された。 

 

２．協議事項 

・部会運営について（事業についての考え方と部会運営） 

部会において、「意見が反映されていない」「決まったことではないことが行われている」「提案をテーブルに

も載せてもらえない」等の声が上がっており、会議が円滑に運営されていないのではないかと懸念されるとこ

ろがあり、改めて部会運営の在り方および、事業の決定における意思決定の仕方等について話し合い、以

下の事を確認するとともに、今後の部会運営において活かすこととした。 

→・部会委員より提案された事項に関しては、部会の俎上に載せ、論議を尽くす。 

・論議を尽くし決定したことについては、結論と併せてその議論の経過の概要もわかるよう議事録に残し、 

部会員の意思統一の下に事業を実施する。 

 

３．その他 

①環境ネットワーク会議が行っている 3つの環境講座（環境活動スターター講座、ひらかた自然エネルギー

学校、くらわんか塾）に関して、以下のような意見が出され、話し合い環境講座の今後の方向性や考え方等

について、関係者(環境教育サポート部会長及び担当者、自然エネルギー部会長およびエネルギー学校

担当者、理事長、事務局長等)による検討会議を持ち、環境ネットワーク会議全体の事業として、その運営・

予算の使い方などの体系化を図っていくこととした。 

(出されたおもな意見) 

・今年度の初めに、環境ネットワーク会議全体の事業として講座を考えるはずだったが、結局、体系化する

ことが出来ず、ばらばらになっている。 

・くらわんか塾のチラシ配布には多額の予算が使われている。 

・くらわんか塾は、S-EMS支援者育成となっているが、S-EMS自体いつまで行われるか不明であり、市民

へのアピール度が低いため、出前事業実施者の養成講座としたほうが良いのでは？ 

  ②昨年度来課題となっている会員の拡大について提案・意見が出された 

    →運営委員一人ほとりが課題意識を持ち一人が 10人の仲間作りを行えば 100人の会員拡大が達成でき

る。目標を持って取り組んではどうか。 

    →「仲間づくりをしよう」と声かけだけではなかなか進まないので、目標を持って取り組んでいく事はいいこと

なので、皆で頑張って会員拡大に取り組むことを確認した。 

 

次回運営委員会 

日     時 ： 10月８日（火）18：00～ 

場     所 ： 環境ネットワーク会議 事務所 

議     長 ： 田中 晃     議事録作成 ： 竹島 健次 


